


 ＊ＧＫのプレーについて 

・ インプレー中に、ペナルティーエリア内でキャッチし、投げられたボールまたはパントキックさ

れたボールは、ノーバウンドでハーフウェイラインを越えられない。 

ただし、手を使わずにボールをキックした場合はその限りではない。 

・ ペナルティーエリアを出てフィールドでのプレーもできる。 

・ ボールを離した後、そのボールがハーフウェイラインを越えるか、相手競技者にタッチした後で

なければ、味方競技者からのボールを受けられない。 

もし受けた場合は、ペナルティーライン上から相手側の間接フリーキックとなる。 

・ リスタート（キックイン、フリーキック）からのボールは、一度ＧＫに戻すことができるが、手

を使うことはできない。 

１２．コーナーキック 

・ サッカーのコーナーキックと同じ。 

・ 相手競技者は、ボールより５ｍ以上離れなければならない。 

１３．フリーキック 

・ 間接フリーキックに相当する反則がペナルティーエリア内であった場合、その地点より最も近い

ペナルティーライン上より間接フリーキックを行う。 

・ 相手競技者は、ボールより５ｍ以上離れなければならない。その際、守備側競技者はボールが蹴

られる前に５ｍ以内に近づくと反則となり警告が与えられる。 

１４．ペナルティーキック 

・ キッカーとＧＫ以外のすべての競技者は、ボールより５ｍ以上離れなければならない。 

１５．反則と不正行為 

・ サッカーの競技規則に準じるが、ショルダーチャージおよびスライディングタックルは禁止する。

（ＧＫも含む） 

・ 退場を命じられた競技者はベンチにいることができない。 

・ 競技者が退場を命じられたチームは、２分間経過後に退場者以外の競技者を補充することができ

る。ただし、２分間経過する以前に相手チームが得点した場合は、その直後に競技者を補充する

ことができる。また、両チームとも退場者がいる場合には、どちらかのチームが得点した時点で

両チームとも競技者を補充することができる。 

１６．その他 

・ 一部上記のルールを採用しますが、それ以外はサッカーの競技規則を適用します。 

・ リスタート（フリーキック、キックイン、コーナーキック等）が速やかに行われない場合には、

審判の判断により反則とします。 

・ その他、競技中におけるトラブルについては、審判又は大会運営委員の判断に従うこと。 

 

＊ 市民スポーツ祭は、市民の皆さんがサッカーを楽しく取り組むことを目的としていますので、

サッカープレイヤーのフェアプレイの基本理念・精神にのっとり、純粋に技術・戦術・チー

ムインテリジェンスでブレーし、怪我や事件・事故などが起きないよう十分な認識を持ち、

参加していただくようお願いします。 

 


